
 

 

 

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令により、令和６年４月１日から、リスクアセスメントの

対象物である化学物質を製造、取扱い、譲渡提供するすべての事業場において「化学物質管理者」の

選任が義務付けられました。 

これにより化学物質管理者を選任した事業者は、リスクアセスメントの結果に基づく措置として、

労働者に保護具を使用させるときは、保護具着用管理責任者を選任し、有効な保護具の選択、保護具

の保守管理、その他保護具に係る業務を担当させなければならないこととなりました。 

同責任者は、「保護具に関する知識及び経験を有すると認められる者」として、労働衛生コンサル

タントや第一種衛生管理者、衛生工学衛生管理者、各作業主任者（有機溶剤・鉛・特定化学物質及び

四アルキル鉛等）の方から選任していただくほか、選任できないという場合には、通達で定めるカリ

キュラムによった「保護具着用管理責任者教育」を受講した方から選任しなければならないこととさ

れています。 

  また、「保護具に関する知識及び経験を有すると認められる者」から選任する場合であっても、同

教育を受講していただくことが望ましいとされています。 

つきましては、下記日程により実施いたしますので、受講下さいますようご案内いたします。 
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申込方法等につきましては、当支部ホームページをご参照ください。 

開催日時 ： 令和７年８月２９日（金） ９時 ～ １６時３５分 

 

講習会場 ： 東京電業会館 地下１階 大会議室 

 （港区元赤坂１－７－８） 

    

受 講 料 ： 東京支部会員  １７，７３０円  一般  １８，１５０円 

 

建災防東京支部 検索 

保護具着用管理責任者教育講習 

講習会案内 特別教育・安全衛生教育 


